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歴史と伝統を守り抜く決意のもとに

令和 2年早々から百年に一度と言われる災禍、世界中を不安

と恐怖に1聯れた継 コロナウイルスによる商 も、6月に入つ

て「緊急事態宣言」が解除されたものの今だに収東せず、常に2

次 。3次感染のことを̀ L酒己しながら、私達は毎日の生活を続けて

ます。一日も早いその収束を願うばかりです。

こういつた事情で今

―

の総会も、既にお知らせしまし

たように役員の方々の書面承認をもつて総会決議とし、今年度の

予算 ,事業等を決定させていただきました。

早速、各自治会長様を中心に各組長様の大変な尽力により保勝会

員の募集と会費徴収も殆ど済ませていただき、誠に有難うございま

した。これで、昭和 10年から途絶えることなく歴史と伝統を重ねて来た今年の第86回囀 も、コロ

ナのこと力`こ1配ではありますが、10月 4日 (日 )の開催に向けて準備を進めることが出来るようになりました

今後、国分八町の皆様はじめ会員の皆様には何かとざ難 ・ご協力お願いすることになるかと思いますが、

どうな ろしくお願いいたし誡 なお、大津市の指示により令和2年度から月曜日に加え
遜雖了褥日となりましたのでお知らせしておきま丸
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1 新緑の本立に囲まれた幻住庵 |

河■2■円質の事業尉

難 月   日 内 容

新役員会 5ノ 24 令和元年度事業・決算報告、令和 2年度事業・予算、第 86回芭蕉祭、
【新型コロナウイルス感染のため中止】 役員による書面決議総

=
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合同役員会 8ノ 23 第86回芭蕉祭について
畔 舗 9/1 幻儀庵酔句コンクール年間優秀賞審査会 (下般嘲

俳罐 櫛 9/17 幻住庵E蕉祭俳句審査会 (少年の部 :晴嵐小6年、北大路中生御
芭蕉祭前 日準備 10/3 巴焦1祭前日準備 (テント立て等)

第 86輌攀朝饉庵躍器陶祭 10ノ 4 第 86巨強31瀞輸画蕉祭
″ 反省会 10/24 今年度の芭蕉祭の反省と来年度の課題

その他の事業 朝 通して
幻住麗俳句コンクール 1年 4回 第101回～第 104回】
(年 4回魏 1回毎に整理・選句。選旬集発行`入賞者に送付)



一時 〈近江で詠まれた芭蕉発句の鑑賞〉

行春を近江の人とおしみける

元禄 3年、 幻住庵 に入る前に唐崎で詠んだ句です。『堅田剣 に「
志賀唐崎に舟をうかべて人々春の名残りをいひけるに」詞書があるよ

うです。句意は説明する必要はないでしょう。山本健吉は「『近江の刈

は、二人称にして二人称を兼ね、貴方がた近江め人という気持ちが含

まれている。対詠的な発想の中に、湖南の連衆との暖かい連帯感情が

匂い出てくる」と述べています。

この句をめぐっては『去来抄』に有名なエビソ∵ドがぁります:門
人の尚白が、「近江」は「丹波」でもいいし、「行春Jは「行歳」でも

いい OF句でやってはいけないとされている「ことばが動く」)と批判しました。それに対して去来は 職
水脚朧として春ををしむに便りあるべL殊 に今日のうへに侍る」と言つたようで九 謙 は「しかり、
故人も此国に春を愛すること、をさをさ都におとらず」と言い、「汝や去来、ともに風雅をかたるべきな

り」と去来を誉めたと言います。

芭蕉の胸中には「淡海の海夕波千鳥汝が鳴け出いもしのに
｀
讐
え
思ほゆ」と柿本人麻呂の歌があったの

でしょう力、それとも「鳩の海や霞のうちにこぐ船のまほにも春のけしきなるかな」と式子内親王の歌を

思い浮かべていたのでしょう力、もちろん、芭蕉が敬慕してやまなかったかの西行も近江の春を謳った歌

を2首残しています。

幸崎の松は花より朧 にて

暇床のり曰 と前書があります。貞享 2(16859年 3月 、堅田・本福寺住職千那の別院での作で九
「幸崎の下つ松は、花の季節の頃から一段と身頃になる。今夜も朧月夜の下に見えるが、実に美しい」と
の意でしょう力、

この句についても、門人たちの間でいろいろ議論があつたことが『去来抄』などに書かれています。「朧
にて」との「にて」留めが「惟 なる切字なし」と批判されたようです。それに対して基角が「朧にてと

居られて、哉よりも猶 徹 たるひ きゝの侍る」と芭蕉を弁護しました。また去来は「是は即興感偶にて、

発句なる事疑なし」と述べました。それに対して芭蕉は「予が方寸の上に分別なし、……只眼前なるは」

(駒陥談集」)、 甲■基が弁、皆理屈なり、我はた はヽなより松の朧にて、おもしろかりしのみ」と言つた

(「去来抄」)ということで丸
やまし

山路来て何やらゆかしすみれ草
「大津に出る道、山路を越えて」と前書があります:貞享 2(1685)年 3月、京都から小関越で大津に
出る途中の句ですじ句意は説明の必要がありませんれ

初案は熱田白鳥町にある法持寺という山寺で「何とはなしに何やらゆかしすみれ軸 と詠んだものを改
作したようです。山本健吉は、「『何とはなしに何やらゆかし』では、さだ力ヽこ捕らえられない自分の心
の動きをそのまま言葉にしただけで、その頼りなさに対する反省が、芭蕉の心のうちにあった 『山路来
て』で、はっきり場所と時とが限定され、具象的になる。そして『ゆかし』には、菫の花の姿態に、ふと
なつかしさを感じた心の揺ぎがでている。」と述べていま九
また、門人の山口素堂は、この句を「道のべの本羞は馬にくはりけり」とともに、「甲子吟行」中の秀
逸といえる、と述べたよう観

(保勝会理事 山田 機


